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Dystonia

Dystonia
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Orofacial dyskinesia
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Facial dystonia

Stereotypies
股屈曲過活動・股伸展荷重制限
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Myoclonus and dystonia
股屈曲過活動・股伸展荷重制限
共収縮制御障害＋共収縮を伴う突発性運動

不随意運動の見直し
• 不随意運動は随意を前提しているので、発達期の非随意自動運動には適用しがたい  発達期脳性非目的的突発運動

• 随意運動が適用できる成熟神経系の不随意運動には以下の二階層がある 脳性非目的的突発運動

➢ 安静筋に対し、運動企図と無関係に、脳性に関節運動が起こる 脳性非目的的突発運動

このとき単関節運動と多関節運動がある

このとき運動時共収縮がないと 脳性非目的的非共収縮突発運動

単関節運動はピクンと動きmyoclonusとなる

多関節運動のうち運動範囲が小さいものはクネクネ動くchoreaとなる

多関節運動のうち運動範囲が大きいものはビクッと動くballismusとなる

多関節運動時に共収縮があると小範囲のねじれの印象になりathetosisに包括される 脳性非目的的共収縮突発運動

➢ 運動筋に対し、その目的運動とは無関係に、脳性に関節運動が加重する 脳性非目的的共収縮突発運動

このとき運動時共収縮がないと、関節運動の増大にも減少になる
＊関節運動の増大時に異常運動としてめだつ

このとき運動時共収縮があると、関節運動は減少しathetosisになる

＊運動企図と無関係な関節運動はなく、目的運動に共収縮が加重するものがdystoniaとなる 共収縮制御障害

✓ GONA1･FOXG1の異常運動は共収縮制御障害に加重する脳性非目的的非共収縮突発運動･脳性非目的
的非共収縮突発運動の枠組みで理解できる
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